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作業現場における熱中症予防能力の向上を目指す試み 
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改善・取組み

の背景と課題 

・熱中症対策設備や対策品が整っても、現場労働者が活用できていない状況。 

・対象事業場は少なくとも 2015 年以降 0 件だが、作業場（WBGT28℃～30℃）で水分・塩分摂取記録

を取ったところ、環境及び作業に対し不十分な場合が散見された。 

・水分・塩分摂取に対し、「自覚症状があれば」、「水さえ飲めば」という誤った認識の作業者も見られた。 

改善・取組み

の着眼点 

・日々変化する暑熱状況に応じて適切に予防行動を織り込んだ作業指示を出すため、作業長の知識レ

ベルと指導レベルの向上が必須と考えた。 

・涼しい場所での休憩はすでに作業場で実行されていたため、水分・塩分補給に焦点を当てた作業指示

ができるようになることを目標とした。 
・講話等のスポット教育では知識の定着と行動化の維持に課題があると考え、日々の業務と連動しての実

施が可能な教育方法を検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善・取組み

の概要 

1 既存の日誌（体調確認用）を改訂した（下表の内容を必須項目とした）。 
2 作業者による日誌の記載内容に応じた具体的な指導方法をまとめマニュアル化した。指導内容は必

ず作業長が作業者へ、特定の行動を具体的に指示する内容となるよう工夫した。 
3 10 月に作業長へのアンケート調査により、実際の指導レベル（やっていること）及び知識レベルを評価

し、翌年度に使用するマニュアルの分かり易さ向上に役立てた。 

  

写真・図表・ 

イラスト 

表（項目及び記載例） 

 

 

 

 

指導マニュアル（チャート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左の表に作業者が記載し、その内容をもとに以下

のチャートに従って作業長が指示を出す。 



 

効  果 

調査結果（）内が初年度、左が次年度。知識レベル、行動いずれも向上した。 

 

この GPS の経

験から学ぶこと

ができるポイン

ト 

 現場作業者が熱中症対策の知識を学んだ場合、それを実作業に反映させるためには何らかの知

恵（工夫）が必要となる。すべての作業者にそれを求めることには限界があるため、知恵をどのような形

で作業様態に反映させるかが重要である。 

 産業保健スタッフの関わり方として、従来の作業者への直接教育する方法以外に、今回のように具

体的方法を提供し、行動の状況をアウトカムとして質問紙で評価したり、職場巡視時の現場作業者

へのヒヤリングにより浸透度をチェックしたりする方法がある。この方法は日々の作業において継続的に

実施されるため、知識や行動の持続性という点で衛生教育を補完しうるものと考える。 
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